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1. 目 的 

本仕様書は、『東部清掃事業所地域 缶・びん収集運搬業務委託（以下「業務」という。）』の概要を

示したものであり、東部清掃事業所地域において家庭から排出される一般廃棄物を収集し、衛生的かつ

適正に処理し、指定された処理施設へ運搬することを目的とする。 

 

2. 業務内容 

業務を行うにあたっては、本仕様書及び、別紙１「ごみ収集運搬車規格指示書」、別紙２「ごみ収集

運搬車両の表示等指示書」、別紙３「一般廃棄物収集運搬業務作業手順書」、別紙４「収集自治区一覧・

予想収集量表」及び年度ごとに作成する「大分市収集運搬計画書」に従い実施するものとする。 

 

3. 業務履行 

業務の履行にあたって受託者は、大分市の一般廃棄物収集運搬業務を受託していることを深く認識 

するとともに、「廃棄物の処理及び清掃に関する法律」、「廃棄物の処理及び清掃に関する法律施行令」、

「大分市廃棄物の処理及び清掃に関する条例」など、ごみ収集等に関する関係法令・規則を遵守し、 

能率的、経済的、安全かつ誠実に履行すること。 

 

4. 委託期間 

令和９年４月１日から令和１４年３月３１日とする。 

 

5. 収集区域及び日程 

（1） 収集区域は、別紙４「収集自治区一覧・予想収集量表」により指定する区域とする。 

（2） ごみステーション数は、別紙４「収集自治区一覧・予想収集量表」のとおりとし、ごみステー 

ション数及び収集自治区は契約期間中変動するものとする。 

（3） 業務の日程は、清掃業務課が年度ごとに作成する「大分市収集運搬計画書」のとおりとする。 

 

6. 収集するごみの種類 

収集ごみの種類は、「缶・びん」とする。 

 

7. 搬入先 

搬入時期 搬入先 

令和９年４月 １日から 

令和９年９月１２日まで（予定）※ 
福宗リサイクルプラザ 

令和９年９月１３日以降（予定）※ みどりの森環境センター 

※みどりの森環境センターへの搬入時期は試運転期間を含むものであり、変更が生じる場合がある。 
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（1）搬入先は基本的に上記予定とし、詳細な内訳は清掃業務課又は担当清掃事業所の指示によるも

のとする。また、みどりの森環境センター（大分市大字上戸次７７０番地）への搬入時期に変更

が生じた場合は清掃業務課又は担当清掃事業所より指示するものとする。 

（2）ボランティアごみ（市民いっせいごみ拾い等）の搬入先については、清掃業務課又は担当清掃

事業所の指示に従うこととする。 

（3） 違反ごみ、不適正排出ごみの搬入先については、担当清掃事業所の指示に従うこととする。 

（4） 災害時又は悪天候時（台風・大雪等）、清掃工場の改修工事等（工場火災等含む）により清掃

業務課又は担当清掃事業所が受託者に搬入場所の変更を指示した場合、受託者はその指示に従う

ものとする。 

（5） 各処理施設に搬入の際には、当該施設職員の指示に従うこと。 

 

8. 車両等の機材 

（1） 受託者は、業務に使用する『ごみ収集運搬車両（以下「車両」という。）』については、自己の

負担により用意しなければならない。なお、使用する車両の台数及び車種等については、別紙１

「ごみ収集運搬車規格指示書」に従い用意するものとする。 

（2） 受託者は（1）の車両が故障・車検等やむを得ない事情で使用できない場合に備えて、予備車

両1台以上を用意しなければならない。予備車両については別紙１「ごみ収集運搬車規格指示書」

に準じた車両を用意するものとする。 

（3） 受託者は、業務に使用する車両については、自己の負担により自動車任意保険に加入しなけれ

ばならない。 

（4） 受託者は、業務に使用する車両（予備車両を含む）の架装の両側面及び後部に、別紙２「ごみ

収集運搬車両の表示等指示書」に従い、３本ライン（３色）の表示および許可証の表示をしなけ

ればならない。また、本契約終了後は速やかに清掃業務課へ許可証及び計量カードを返却すると

ともに車両の３本ライン（３色）を取り除く等の処置をとらなければならない。 

（5） 受託者は、業務に使用する車両の車種、車両番号、規格等を記載した「車両台帳」１部を清掃

業務課に提出しなければならない。また、車検の更新および車両を変更した場合は、変更理由、

車種、車両番号、規格等を記載した変更届を速やかに清掃業務課へ提出しなければならない。 

（6） 受託者が、業務に使用する車両をこの業務以外の目的で使用する場合には、事前に清掃業務課

へ届け出て、その承認を得なければならない。ただし、予備車両に関してはこの限りでない。 

（7） 受託者は、環境と衛生を保持するため、使用した車両の洗車や汚水タンクの清掃を行い、常に

車両を清潔に維持管理しなければならない。 

（8） 受託者は、関係法令等に従い、業務に使用する車両の適正な維持管理に努めなければならない。 

 

9. 人員及び労務管理 

（1） 受託者は、業務従事者８名を確保しなければならない。 

（2） 受託者は、円滑な業務遂行が可能な業務従事者を各車両、常時２名以上配置し業務を行うもの

とする。 
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（3） 収集量の大幅な増加が予想されるゴールデンウィーク明け・お盆・年末年始等の繁忙期には、

予備車両を活用するなどして、収集業務に遅滞をきたさないよう努めなくてはならない。 

（4） 受託者は、関係する役職員及び業務従事者の氏名、生年月日、採用年月日、職務分担、資格等

を記載した業務従事者の名簿１部を清掃業務課にあらかじめ提出しなければならない。また、業

務従事者の異動、増減等の変更があった場合は、速やかに変更届を提出しなければならない。 

（5） 受託者は、労働基準法（昭和２２年法律第４９号）、労働安全衛生法（昭和４７年法律第５７

号）及びその他関連法令に定めるところにより、自己の業務従事者に対する安全衛生対策及び 

研修等を適正に実施しなければならない。 

（6） 受託者は、運転業務に従事する者に対して、道路交通法施行規則第９条の１０第６号および７

号に基づき、運転前後に酒気帯びの有無の確認を行うとともに免許停止・取消等の処分を受けて

いないことを確認しなければならない。 

（7） 受託者は、毎年定期的に業務従事者の健康状態を確認するとともに、業務従事者の健康状態に

留意し、業務遂行に支障があると判断される場合及び休暇等で業務できない場合には、代替の 

業務従事者を確保しなければならない。 

（8） 労働災害等の事故が発生した場合、要救護者の救護はもとより、直ちに関係機関に届け出ると

ともに清掃業務課へ報告し、適切な処理を行わなければならない。 

 

10.業務履行における注意義務及び研修等 

（1） 清掃業務課と受託者は、契約締結後より業務開始の令和９年４月１日までの間に、業務・事務

処理・搬入先等に関する事前研修を行うものとする。なお、研修にかかる費用については受託者

の負担とし、この研修期間に起こった事故等に関しても受託者の責任において対応するものとす

る。また業務開始後は、必要に応じて清掃業務課と受託者において、研修･協議の場を持つこと

とする。 

（2） 受託者は、適正に業務を行うため、また交通事故・労働災害等を防止するために、業務従事者

に対し、次に掲げる項目の十分な研修等を行い、本業務に従事させること。また、本業務開始後

も定期的に研修を行うこととする。 

（ア） 安全運転に関すること。 

（イ） 安全作業に関すること。 

（ウ） 作業内容に関すること。 

（エ） 市民応対マナーに関すること。 

（オ） 大分市のごみ分別ルール・マナー、ごみの排出方法（収集品目、対象品目等）に関す

ること。 

（カ） 廃棄物の処理及び清掃に関する法律、道路交通法、その他関係法令に関すること（改

正点を含む）。 

（3） 受託者は、業務において知り得た秘密や情報を外部に漏らしてはならない。また、他の目的等

に利用してはならない。この規定は本契約終了後においても同様とする。 
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（ア） 業務に関わる全ての従事者は、市民のプライバシーを侵すことや個人情報等を漏らす

ことなどの行為を行ってはならない。 

（イ） 受託者は、業務に関わる全ての従事者に対して、前項を遵守させるための教育を行う

ことはもとより、秘密保持契約を締結するなど必要な措置を講じなければならない。 

（ウ） 受託者は、守秘義務に関して全ての責任を負わなければならない。 

 

11.作業上の指示事項 

（1） 業務の実施に際しては、別紙３「一般廃棄物収集運搬業務作業手順書」により執り行うもの  

とする。 

（2） 業務は、原則として、８時３０分から１７時とする。ただし、災害時又は悪天候時（台風・大

雪等）に清掃業務課が特に指示した場合はこの限りでない。 

（3） 受託者は、欠車等が発生する場合には、収集開始前に速やかに担当清掃事業所又は清掃業務課

に連絡するとともに、書面にて報告しなければならない。 

（4） 受託者は、収集したごみを収集当日中に清掃業務課が指示した処理施設に搬入すること。 

（5） 受託者は、ごみ種別により清掃業務課が指示した処理施設の受け入れ時間内に搬入すること。 

処理施設の受け入れ時間内での搬入が困難な場合には、速やかに担当清掃事業所又は清掃業務課

に連絡し、その指示に従わなければならない。 

（6） 処理施設の都合等により搬入先が変更になる場合は、清掃業務課又は担当清掃事業所からの 

指示に従うものとする。 

（7） 故障・事故等により、当日中に行うべき業務を完了し得ない場合は、速やかに予備車両を使用

するなどし、当日の業務を完了させること。 

（8） 受託者は、収集に関して担当清掃事業所及び清掃業務課より、コース順・収集順等の指示が出

た場合は、その指示に従わなければならない。また、業務責任者は指示の内容を確実に業務従事

者に伝え、周知しなければならない。 

（9） 収集時は、ごみステーションはもとより、周辺に集積されているごみであっても完全に収集し、

収集後は周囲の清潔が保持されるように努めなければならない。 

（10） 収集時及び運搬時などには、落下・飛散防止の措置を講じなければならない。 

（11） 違法駐車車両等により収集が困難な場合には、担当清掃事業所に連絡し、収集可能になった 

場合は速やかに収集を行わなければならない。 

（12） 収集作業終了後も業務時間内は、取り残し（収集忘れ等）ごみが発覚した際の対応の為、業務

責任者は収集状況の確認ができるよう連絡体制を整備するとともに、２名以上の業務従事者を１

７時まで事務所等に待機させなければならない。また取り残し（収集忘れ等）ごみの処置は、別

紙３「一般廃棄物収集運搬業務作業手順書」のとおり行うこと。 

（13） 違反ごみ、不適正排出ごみの処置は、別紙３「一般廃棄物収集運搬業務作業手順書」のとおり

行うこと。 
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（14） 危険性が高いと考えられるもの(銃・刀・散弾・砲弾等)を発見した場合は、現場をそのまま保

存し、警察並びに担当清掃事業所へ通報して必要な指示を受けること。また、交通の支障がない

場所に駐車して、その場で警察官の到着を待つこと。 

（15） 受託者は交通事故、車両火災又はトラブル等が発生した場合は、ただちに清掃業務課又は担当

清掃事業所へ連絡し、指示を受け、速やかにその指示に従わなければならない。 

（16） ごみステーションの備品や扉は丁寧に扱い、破損等の事故が発生した場合は早急に担当清掃事

業所又は清掃業務課に連絡して指示を受けること。  

（17） 道路交通法（昭和３５年法律第１０５号）等関係法令を遵守し、安全運転及び事故防止に努め

なければならない。 

（18） 車両の運転については、市に代わって収集業務を担うという業務の公共性･特殊性を認識し、

速度超過や無理な追い越し等危険な運転を行わないこと。  

（19） 駐停車時は、必要に応じて車止めをする等の安全措置を講じなければならない。 

（20） 車両の後部、側面等には絶対に乗ってはならない。 

（21） 処理施設への搬入時・ごみの排出時には安全を確保するよう努めるとともに当該施設職員の指

示に従うこと。 

（22） 業務従事者は、服装・言葉遣い・態度には十分注意し、市民との無用なトラブルを起こすこと

のないよう努めること。 

 

12.報告事項及び提出書類 

（1） 受託者は、委託者が指定する様式により必要な資料を取りまとめ、下表に定める期間・提出  

期限および提出方法に従い、清掃業務課に遅滞なく提出しなければならない。 

 また、受託者は、複数の区分を受託した場合であっても、区分ごとに下表に定める提出方法に

従い提出しなければならない。 

なお、提出方法その他の事項について変更が生じた場合には、受託者は委託者の指示に従う 

ものとする。 

 

 

 

 

 

（2） 委託者は、各月の対象期間に係る依頼メールを、翌月の初回営業日から起算して５営業日以内

に送信するものとし、当該メールの受信日の翌営業日を起算日とする。 

（3） 営業日とは、委託者の営業日（土日祝日および委託者の定める年末年始休業日を除く日）を  

いう。 

（4） 受託者は、本業務に関連する情報を厳重に管理し、第三者への開示、共有または不正利用を行

ってはならない。 

区分 対象期間 提出期限 提出方法 

可燃・不燃 

缶・びん   

ペットボトル

資源プラ 

毎月１日から

月末まで 

委託者からのメール受信日

の翌営業日から起算して 

５営業日以内 

メール（実績データ） 
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また、本業務に関連して受託者と委託者との間で授受される情報についても、誤送信、不正  

アクセス、情報漏洩等が生じないよう、十分留意しなければならない。 

（5） 受託者は処理施設の伝票を発行日から１年間自社にて適切に保存し、委託者から請求があった

場合には速やかに提出しなければならない。 

（6） 提出期限が遵守されなかった場合、受託者はその理由および改善策を記載した報告書を提出 

するとともに、委託者に対し直接説明を行わなければならない。 

（7） 受託者は、毎月の収集業務が終了した後、業務完了通知書を清掃業務課まで提出しなければな

らない。 

（8） 受託者は、車両火災・事故等の報告書を指定する様式にて清掃業務課に速やかに提出しなけれ

ばならない。 

（9） 清掃業務課は、受託者に対し上記以外にも清掃業務課が必要とする書類等（入門許可申請書等

収集業務に必要な手続き書類も含む）を作成させ、提出を求めることができるものとする。 

 

13.状況調査 

（1） 委託者は、業務の施行状況について、受託者に知らせることなく現地にて調査することができ

るものとする。その結果、委託者より指摘を受けた場合、受託者は遅滞なく改善しなければなら

ない。改善なき場合は、委託者は委託業務契約書の内容に従い契約解除や次回以降の同様の委託

業務における指名停止等の処分を科すことができるものとする。 

（2） 委託者は前項の状況調査に加え、受託者が実際に行う収集運搬業務（コースごと）に乗車し、

必要に応じ指導、助言が出来るものとする。 

 

14.ごみ量調査 

受託者は、清掃業務課が指定する日程、方法にてごみステーション、コースごとの排出量を調査 

し、報告しなければならない。また原則として調査の実施は１品目につき年１回とする。（ただし、

状況によっては年２回以上実施する場合もある。） 

 

15.契約保証金について 

契約保証金の納付及びそれに代わる担保の提供については免除とし、契約期間中に業務が履行 

不能となった場合は、違約金を徴収する。 

 

16.その他 

（1）  委託者は、受託者が本仕様書及び別紙１～４の内容を履行しなかった場合、警告書を発するこ

とができる。また、受託者は警告を受けた場合、速やかに改善策を記載した報告書を提出すると

ともに委託者に対し直接説明しなければならない。 

（2） 受託者は、業務を行うにあたっては、担当清掃事業所と十分な連絡をとりながら業務の完遂を期

すものとし、担当清掃事業所又は清掃業務課からの緊急の指示があった場合においても、速やか
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に臨機の措置が講じられるよう、常に業務従事者に周知徹底が図られる連絡体制を整えておかな

ければならない。 

（3） 受託者は、緊急事態（災害時等）には清掃業務課の要請に応じ最大限の協力をするものとする。 

（4） 受託者は、契約期間終了に際し、次年度受託者に対して必要な業務の引き継ぎを担当清掃事業所

又は清掃業務課と協力し速やかに行うものとする。 

（5） 搬入先を変更した場合、契約金額の変更は行わないものとする。 

（6） 清掃業務課は、前記に定めるもののほか、業務の実施に関して特に必要と認めた事項をその都度

受託者へ指示し、受託者はその指示を必ず履行するものとする。 

（7） 契約の変更等に関する疑義が生じた場合は、清掃業務課と受託者にて別途協議するものとする。 
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ごみ収集運搬車規格指示書 

（東部清掃事業所地域 缶・びん） 

 

１．車両の種類 

 

塵芥収集車（小型） ４台 

規格        回転板式もしくはプレス式（強制排出方式）（注１） 

２,０００kｇ以上積載できること 

車両全長５,４００mm 以下 

車両全高２,４００mm 以下 

車両全幅１,９１０mm 以下 

汚水タンクの地上高３５０mm 以上 

ごみの飛散防止及び臭気対策として、押込板の先端にゴム板を

装着する等の措置を施すこと。 

（注 1）プレス式（強制排出方式）を使用する場合は、排出板

を予め荷箱前方位置へセットしてから収集作業を実施し、びん

が圧縮により破損しないように配慮すること。 

 

・上記の規格に適合した車両を準備すること。 

※ただし、上記以外の規格車両については、別途清掃業務課と協議できるものとする。 

 

２．シャーシ 

道路運送車両の保安基準等法令に適合すること。 

 

３．架装及び付帯設備等 

（１）「機械式ごみ収集車に係る安全管理要綱（労働省労働基準局長昭和６２年２月 

１３日付基発第６０号の３）の「機械式ごみ収集車の構造等に関する安全指導

基準」に適合したものであること。 

   詳細は、中央労働災害防止協会安全衛生情報センターＨＰを参照 

  （https://www.jaish.gr.jp/anzen/hor/hombun/hor1-29/hor1-29-24-1-0.htm） 

（２）付帯設備として、消火器を備え付けること。 

（３）付帯装備として、ドライブレコーダーを備え付けること。 

   ※なお、事故発生時等にドライブレコーダーに保存された記録の確認を依頼 

する場合がある。 
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４．塗装及び車体色等 

車体の色にあたっては、別紙２「ごみ収集運搬車両の表示等指示書」に基づき、事前

に清掃業務課の承認を得ること。 
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ごみ収集運搬車両の表示等指示書 

1．収集車両への３本ライン表示 

①  使用する車両の両側面及び後部に「３本ライン（赤・青・黄）」を塗装またはラッピングシールに

より表示すること。 

②  ３本ライン幅は３０ｃｍ（各色幅は１０ｃｍ）とすること。 

③  車体の下地の色に３本ラインが干渉する場合は、３本ラインの色順を適宜変更し、全体として３

本のラインであることが分かるようにすること。 

（例）下地が赤の場合は、上から「青・赤・黄」とするなど、車体の下地の塗色を中央に配置し、 

３本であるように分かるようにすること。 

④  ラッピングシールの場合は経年劣化による剥離が見られた場合には貼り替えること。 

⑤  ３本ラインの表示により、社名が隠れる場合は、社名を別の個所に表示しなおすこと。 

 

2．許可の表示 

   許可証は清掃業務課より配布し、車両に貼り付けるものとする。破損時または車両更新時には清掃

業務課に事前に依頼することとする。 

① 表示内容 

 

 

 

 

 

 

         （通常分）                 （予備車） 

 

② 許可証の表示方法 

 貼り付け方法はシール方式とする。ただし、予備車両に関してはマグネットのものを使用する。 

 

③ 許可証の位置 

荷箱（架装）の３本ライン（３色）上に、横の左右の中央付近にそれぞれ１箇所、及び後部ドア

に１箇所の合計３箇所とする。 

車両の両側面及び後部に表示した３本ライン（３色）上の中央付近に貼付する。（合計３か所） 

※車体及び許可証の表示にあたっては、不明な点があれば清掃業務課と十分に協議し、了承を得

ること。 

一般廃棄物収集運搬業務 

令和９年度～１３年度 許可車両 

大分市 第     号 

 

業者名 

一般廃棄物収集運搬業務 

令和９年度 許可車両 

 

 

業者名 

一般廃棄物収集運搬業務 

令和９年度～１３年度 許可車両 

 

業者名 



  

2/2 

 

【側面表示例】 

 

★ 左右の両側面に塗装及び社名を表示 

★ 後部 

 

塵芥車 

 ★ ラインは、各色とも幅１０cmとする 
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一般廃棄物収集運搬業務 作業手順書 

 

（可燃・不燃・資源） 

 

 

 

 

 

 

 

大分市清掃業務課 
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１．作業前の事項 

 

（1） 当日分収集計画の確認 

① 業務を適正に執行するため、予め年度ごとに作成する「大分市収集運搬計画書」（以

下「計画書」という。）及び「収集日程表等」により、当日予定の、収集区域（範囲）

を確認する。 

② 欠車等が発生する場合には、収集開始前に速やかに担当清掃事業所又は清掃業務課に

連絡するとともに、書面にて報告しなければならない。 

（2） 業務従事者数の確認 

① 業務責任者は、運転業務に従事する者に対して、道路交通法施行規則第９条の１０第

６号および７号に基づき、アルコール検知器を用いて運転前後に酒気帯びの有無の確

認を行うとともに、免許停止・取り消し等の処分を受けていないことを確認しなけれ

ばならない。なお、アルコール検知器は常時有効に保持すること。 

② 当日に収集が予定されている地域の一般廃棄物は、その日の内（限られた収集時間内）

に収集し終えなければならない。 

そのため、出来る限り円滑に作業出発できるよう、当日の業務従事者の出勤確認を早

めに行い、配車計画をたてなければならない。 

また、当日の勤務予定者が急病等で従事できないときは、代替の業務従事者を充て、

収集業務に支障をきたさないようにしなければならない。 

（3） 配車計画 

① 当日の業務従事者数が確定の後、計画書を基に、当日予定する業務について、配車 

計画表（担当作業割り当て）を作成する。 

② 作業割り当ては毎日行い、表にしたものを作成するとともに、当日の業務日誌等を 

作成する。 

③ 上記の記載事項は、以下のとおりとする。 

(ア)  当日分の「（ ）日（ ）曜日」「天候」「収集区域」「稼動車両表示」 

(イ)  車両毎に「運転手名」「作業者名」「担当区域名」 

(ウ)  全体として「道路情報」「注意事項」「当日の記録」 

(エ)  その他（必要な連絡事項等） 

④ 割り当て時に配慮する事柄 

作業分担に際しては、予め収集日程表などにより、当日の収集区域を把握し、設定 

しているコース配分により当日の作業割り当てを行い、取り残し（収集忘れ等）が

無いようにする。 

（4） 作業分担の発表と詳細指示 

    受託者は収集業務を適正に遂行するため朝礼等により、職員全員に配車計画及びごみ

ステーションの新設・工事等の担当清掃事業所からの連絡事項を発表し、的確に伝達・

周知するとともに、各々の作業分担を徹底する。その他の注意事項も業務従事者間で共

有すること。 

（5） 受け持ち作業の確認 

    作業分担を受けた者は、コース表等により担当区域、及び作業順序を確認する。 
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（6） 諸準備 

① 出発に際して、作業に必要な用品及び、携行品等の確認を行う。 

(ア)  身分証明書 

(イ)  計量カード 

(ウ)  コース表 

(エ)  シール（違反ごみ等へ貼付する清掃業務課より配布されたシール） 

(オ)  筆記用具（シール記入用の油性ペン等） 

② 服装の確認（制服、帽子、手袋、安全靴の着用、雨天時の雨具、長靴等） 

 業務従事者は、当該業務は大分市が委託する公務であることを認識し、市民の信頼

を損なわないよう、身だしなみについても常に清潔を保ち、安全かつ品位を損なわな

い服装で従事しなければならない。 

（7） 始業前準備 

     業務従事者は車両の始業前点検を必ず行うこと。また、労働災害を防止するため、全業

務従事者が作業前に準備運動を行わなければならない。 

（8） 出発 

業務責任者は、始業前点検や諸準備が整っているか必ず確認すること。 

また、各車両の運転者及び作業従事者についても、出発に際して適正な状態となってい

るか確認し、出発することとしなければならない。 

なお、現地到着を８時３０分以降にしなければならない。 

 

２．車両 

 

（1） 始業前点検 

    運転者及び業務従事者は、業務責任者とともに、作業出発前に各装置等の機能について

運行前自主点検を行わなければならない。 

① 安全点検実施 

(ア) ハンドルは正常に作動し、機能しているか。 

(イ) ブレーキは正常に作動し、機能しているか。 

(ウ) 方向指示器は正常に作動し、機能しているか。 

(エ) 前照灯は正常に作動し、機能しているか。 

(オ) 警笛は正常に作動し、機能しているか。 

(カ) ブレーキランプは正常に作動し、機能しているか。 

(キ) 車両後退時警報器は正常に作動し、機能しているか。 

(ク) シートベルトは正常に作動するか。 

(ケ) タイヤの空気圧は正常か。 

(コ) サイドミラー、窓ガラスは、汚れ、曇りも無く視認は適正になっているか。 

(サ) 消火器は有効期限を過ぎてないか。 

(シ) その他必要な事項の実施。 

② 特殊装置の作業確認 

(ア) 緊急停止装置は正常に作動するか。 
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(イ)  積込装置は正常に作動するか。 

(ウ)  テールゲート落下防止の安全棒は機能するか。 

(エ)  排出装置は正常に作動するか。 

(オ)  汚水タンク等の漏れは無いか。 

(カ)  その他必要な事項の実施。 

③ その他の点検 

バケット内は空になっているか。 

（2） 暖機運転 

    安全作業及び車両の動作確認また故障防止のため、車両に応じた暖機運転を行うこと。 

 

３． 走行時 

 

（1） 安全運転の厳守 

     道路交通法、関係法令等を遵守し、安全を最優先すること。なおかつ市が委託する公

務であることを認識し、他の模範となるよう努めなければならない。 

（2） 予防運転等 

     塵芥車は、視認性が悪いので、走行時はもとより発進、右左折、後退を行う場合は、

運転者同乗者ともに十分に注意しなければならない。 

また収集車両の殆どが生活道路を通行することになるため、歩行者や自転車の急な飛

び出し等に細心の注意を払い、予防運転に努めなければならない。 

（3）  経済運転 

     走行中は、ムダ、ムリ、ムラの無い安全、経済的運転に努めなければならない。 

（4） 品位の保持 

     乗車中の携帯電話の使用、くわえタバコや飲食は、危険であるばかりか、市民の信頼

を損なうこととなり、厳に慎まなければならない。 

 

４．ごみステーションでの停車 

 

（1） 安全確認 

     同乗者は、必ず周囲の安全を十分確認し、適正な停車場所で降車のうえ車両のバック

誘導等を行わなければならない。 

（2） 車両停車場所 

①  路上に駐停車しての作業にあたっては、他の通行への妨げにならないように努めな

ければならない。 

②  車両の停止位置は、積み込み作業が迅速に行えるよう、ごみステーションの状況に

応じて安全性、作業効率、他の通行等に配慮した最善の場所でなければならない。 

③  車両は道路交通法、関係法令等の違反となるような駐停車はしてはならない。 

（3） 停車中の車両  

①  停車中はハザードランプを点灯し、他の通行者に停車中であることを知らせなけれ

ばならない。 
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② 傾斜地での作業にあたっては、車止めをする等の安全措置を講じなければならない。 

 

５．積み込み作業 

 

   収集は、適正な処理を行うため、正しい分別・排出方法のなされているものについてのみ、

収集しなければならない。 

（1） 積載量 

    収集時は、法定積載量を遵守し、過積載は絶対にしてはならない。 

（2） 収集作業現場付近への配慮 

   一般廃棄物の収集業務は、大分市が委託する公務であることを常に自覚し、作業中の

言葉使い、態度には十分注意しなければならない。 

民家に接するごみステーションにあっては、作業中の騒音による影響を常に考慮し、

可能な限り抑制するものとする。 

（3） 安全作業 

    ごみステーションの扉等の開閉時、積み込み作業時等には、安全確保に努めなければな

らない。 

（4） 迅速作業 

    収集作業は、原則として、その日の内に収集運搬を完了させること。作業開始から市の

指定する処理施設（以下「処理施設」という）への搬入まで時間が限られていることや、

市民は出来る限り早く収集して欲しい意向を持っていること等を十分に考慮し、その収集

作業は可能な限り安全かつ迅速でなければならない。 

（5） 確実作業 

    当日のごみは確実に収集を行い、積み込み時には周囲にごみを散乱させないよう注意し

なければならない。また散乱したごみは、きれいに清掃するなど、環境に配慮しながら作

業しなければならない。 

①  ごみステーションの鍵が掛かり取り出せない場合やごみステーションの出入り口

が車等により塞がれ収集困難な場合などには以下の（図 1）の方法を取り、その日の

内に収集するものとする。 

 

 

 

 

 

 

 

② 取り残し（収集忘れ等） 

    業務従事者は収集コースまたはステーションの場所を確認し、取り残し（収集忘れ等）

が無いようにしなければならない。 

※受託者は①、②の事項により、担当清掃事業所より連絡・指示があった場合は速

やかに収集しなければならない。また収集後、搬入するにあたっては、処理施設の

（図 1） 

ごみステーション 

管理者 

 

業務 

従事者 

担当清掃事業所 

 

連絡 

連絡 

業務 

責任者 

連絡 連絡 

連絡 連絡 
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受け入れ時間終了後であれば、事務所等へ持ち帰り、後日搬入するものとする。 

（6） 積み込み後の確認 

    作業終了後は、以下の必要な事項を確認しなければならない。 

① 取り残しは無いか。 

② 違反ごみ・不適正排出ごみには、適正な処置（違反シールの貼付）を行ったか。 

③ 飛散ごみは、きれいに収集したか。 

④ 囲いのあるごみステーションでは、扉を確実に閉めたか。（ネットの片づけ等） 

⑤ 駆け込みの排出者はいないか。 

⑥ 車両は、ごみステーションでの積み込み作業ごとにゲートの蓋を閉め、開けたま

ま走行してはならない。 

⑦ 予備車（軽四等）については、積載ごみの飛散を防止するため、走行中は荷台を

飛散防止ネット等で覆わなければならない。 

（7） 協力作業の励行 

    業務従事者は、安全かつ迅速な作業を行う為に、作業の分担・協力をすることはもとよ

り、ごみステーションの収集を完了させる為、お互いの作業を確認しながら、十分でない

事柄については相互で補完しつつ作業を完了させなければならない。 

（8） 市民への応対 

    大分市が委託する公務であることを常に認識し、市民との挨拶はもとより、応対に際し

ては丁寧かつ明朗、快活でなければならない。 

（9） 安全乗降 

    車両の乗り降りに際しては、扉開閉時において、他の通行が無いか、周囲（特に後方）

に注意を払い、安全確認を十分に行わなければならない。 

 また、降車時は、危険防止の為、飛び降りてはならない。車両の発進、右左折、後退、

車線変更、駐停車などに際して、車両運転者及び同乗者は、相互に連携し安全確認を確実

に行わなければならない。 

 

６．違反ごみ、不適正排出ごみ等の処理 

 

   違反ごみ、不適正排出ごみとしてステーションに残す場合は、正当な理由でなければなら

ない。 

※《 違反ごみ、不適正排出ごみとは 》…袋違い、収集曜日違い、未分別（リサイクル不

可等）、事業系ごみ、処理困難物、粗大ごみ、リサイクル家電、医療系廃棄物（注射針等）、

危険物（弾薬等）等を示す。 

（1）処理方法 

   ① 違反ごみ、不適正排出ごみの場合 

    取り残し理由シール（以下『違反シール』という）の貼付を行う。 

     ※違反シールを貼付する際には貼付の意義を十分に認識し、慎重に取り扱わなければな

らない。 
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   ② 危険物（弾薬等） 

危険性が高いと考えられるもの（銃・刀・散弾・砲弾等）を発見した場合は、現場をその

まま保存し、警察並びに担当清掃事業所へ通報して必要な指示を受けること。また、交通

の支障がない場所に駐車して、その場で警察官の到着を待つこと。 

         

（2）違反ごみ、不適正排出ごみ等の事後処理 （下記 図 2 参照） 

                     

 

 

 

 

 

 

 

 

 

① 業務責任者への報告 

     業務従事者は、違反シールを貼付し残した場合は、速やかに次の事項を業務責任者に

報告しなければならない。 

   ア．ごみステーションの番号（コース図のコース名称及び順番号）    

   イ．ごみを残した理由及び袋数（違反シールの貼付枚数）  

② 担当清掃事業所への連絡 

   業務従事者から報告を受けた業務責任者は、報告事項をとりまとめ、速やかに担当清

掃事業所へ連絡するとともに、以後の取り扱いについて、指示を受けなければならない。 

   ア．ごみステーションの番号（コース図のコース名称及び順番号） 

   イ．ごみを残した理由及び袋数（違反シールの貼付枚数） 

③ 担当清掃事業所からの指示 

     担当清掃事業所より業務責任者に収集方法についての指示があった場合は速やかに

その指示に従う事。 

   ※ 基本的に違反ごみ、不適正排出ごみについては受託者と担当清掃事業所相互の 

協力で対応するものとする。 

  ④ 回収方法 

   ア．受託者は、違反ごみ及び不適正排出ごみとしてステーションに残したものはごみの 

種別ごとに下表のとおり対応しなければならない。 

・収集できない事由を違反シールの該当理由にチェックした後、当該ごみに貼

り付ける。 

・チェックの欄に該当が無い場合は、「その他」の欄に理由を記入すること。 

・また違反シールを貼った日付及び担当清掃事業所を必ず記入すること。 

（図 2） 

業務 

従事者 

（委託業者） 

担当清掃事業所 

 

連絡 報告 

業務 

責任者 

（委託業者） 

取扱いの指示 作業の指示 
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ごみ種別 対応 

可燃ごみ、不燃ごみ 次回の可燃ごみ・不燃ごみの収集日に回収 

ペットボトル、資源プラ、古紙・布類の可燃系ごみ 次回の可燃ごみの収集日に回収 

缶・びん、蛍光管等 次回の不燃ごみの収集日に回収 

スプレー缶 回収せずに担当清掃事業所に報告 

   イ．違反ごみ及び不適正排出ごみが排出された日と収集日が直近である場合は、その次の

収集日に回収すること。ただし、生ごみ等を含む可燃ごみについては、残さずその日

に回収すること。 

 

７．大分市の指定する処理施設への搬入 

 

（1）処理施設 

① ごみ種別により指定された処理施設に搬入すること。 

② 収集したごみは、収集当日中に市が指定する処理施設に搬入すること。 

③ 搬入時間は、市が指定する処理施設の受け入れ時間内とすること。 

④ 処理施設内では他車に注意して徐行運転し、当該施設職員の指示に従わなければなら

ない。 

（2）搬入時の計量  

    当該施設職員の指示に従い、計量機に静かに乗り、計量カードを差し込み、総重量を計

量する。但し３人乗車の場合は、必ず１人降車し２人乗車の状態で総重量を計量すること。 

（3）荷下ろし 

①  総重量を計量後、当該施設職員の指示に従い、指定の場所に排出する。 

②  同乗者は、適切な排出場所に安全に誘導するとともに、安全帯等で安全を確保し転落

防止に努めなければならない。 

 

８．収集業務終了後 

 

（1）洗車 

    環境と衛生を保持するため業務従事者は使用した車両については必ず当日中に洗車や

汚水タンクの清掃を行わなければならない。 

（2）駐車 

同乗者は車両を所定の駐車場所に安全に誘導しなければならない。 

なお、駐車の際には車止め等の安全の措置を講じなければならない。 

 

（3）業務報告 

業務従事者は、その日に処理した業務内容を業務日誌により、業務責任者に報告しなけ

ればならない。なお、日報には処理施設の伝票（または写し）を添付しなければならない。 
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（報告項目） 

・車両番号、車種     ・搬入処理施設 

・年月日、曜日      ・走行距離数  

        ・収集品目、収集量    ・給油量 

・従事者名        ・収集開始時刻 

        ・搬入時間        ・収集終了時刻 

               

（4）待機 

    取り残し（収集忘れ等）ごみが発覚した際の対応の為、業務責任者は収集状況の確認が

できるように連絡体制を整備するとともに、２名以上の業務従事者を１７時まで事務所等

に待機させなければならない。 

 

９．その他 

 

（1）収集作業の打ち合わせ 

   作業終了後、業務責任者は各車両の業務従事者から当日の業務の報告を聴取した後、収集

作業が効率的かつ迅速に実施されるよう各員に適切な作業指示を行う。各員はこれにより相

互に連携し、市民の期待に応えるよう努めなければならない。 

（2）市民からの苦情 

業務従事者は市民から苦情等があった場合は、業務責任者に報告し、業務責任者はその処

理状況を早急に担当清掃事業所または清掃業務課へ書面にて報告しなければならない。 

また、苦情の内容によっては、担当清掃事業所または清掃業務課の指示に速やかに従わな

ければならない。 

（3）車両事故等 

   車両火災や事故等が発生した場合は、要救護者の救護はもとより、直ちに関係機関に届け

出るとともに、速やかに清掃業務課に書面にて報告し、指示を仰ぐこと。 

（4）記述のない事項 

本書に記述のない事項が発生したときには、清掃業務課及び担当清掃事業所と協議し、決

定するものとする。 
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収集自治区一覧表 予想収集量表

校区 自治区 校区 自治区 校区 自治区 校区 自治区 校区 自治区 令和９年度 令和１０年度 令和１１年度 令和１２年度 令和１３年度

今津留 明野東町 岡原 宮谷 上志村 年間予想収集量 1,319,830 1,323,790 1,327,770 1,331,760 1,335,760

中津留 明野旭町 二目川 杵河内 下志村 収集日 毎週月曜日から土曜日（年末・年始は別途指示）

花津留 明野日の出 中筋 迫阿蘇入 角子原 収集台数 ４台

東浜１丁目 明野さつき町 下組 新田 望みが丘 １台１日搬入回数 基本的に２回

東浜２丁目 明野高尾 久保山町 浄土寺 北 １台１回あたりの

大州浜 明野緑町 葛木 宮河内ハイランド東 横田 予想平均収集量（ｋｇ）

西新地 明野西町 浜田団地 宮河内ハイランド西 政所 予想ステーション数（箇所） 4,542 4,572 4,602 4,632 4,662

大津町１丁目 明野南町 ひまわり団地 宮河内ハイランド南 大在浜

大津町２丁目 パークシティ明野 猪野中 宮河内ハイランド北 汐見

大津町３丁目 東原 猪野南 金谷 城原 ※上記予想収集量・予想ステーション数は増減することがある。

南津留 明野北町 猪野下 広内 曙台 ※令和８年４月１日時点でのステーション数

東津留 明野元町 猪野二 種具 平野

岩田町１丁目 高城団地 法勝台 迫 横塚

岩田町２丁目 則小池 新明治 陽光台 上市

岩田町３丁目 高城台 小池原 若葉台 東本町 収集エリア・収集頻度・収集形態

岩田町４丁目 天然町 小池原二 川原 駅通り 　　収集エリアは、「収集自治区一覧表」の自治区とする。

岩田団地 池ノ平 パークヒルズ久保山 上り尾 倉掛 　　各自治区の収集頻度は、２週間に１回とする。

古ケ鶴 山川 鶴瀬 影ノ木 浜中 　　収集形態は、収集エリアを１２分割し、毎週月曜日から土曜日（年末・年始は別途指示）

裏川団地 三軒町 亀甲 大塔 市西 　　塵芥収集車４台を使用し、各車２名以上乗車して収集・運搬を行う。

萩原１丁目 国宗 上徳丸 利光 木田東部

萩原２丁目 堀川本町 下徳丸 嶺 木田西部 ※ごみ量に応じて収集回数・搬入回数は増減する。

萩原３丁目 西町 南 門前 木田南部

萩原４丁目 中央区 常行 佐柳 尾田

南萩原 寺司一 関門 戸次本町 久原上津（くばるあげつ）

牧上町 寺司二 堂園 川床 久原松崎（くばるまっさき）

牧一丁目 下鶴崎一 舟本 備後 久原内久原

牧二丁目 下鶴崎二 池ノ上 楠木生 東上野東部

牧三丁目 小中島 成松 尾津留 東上野中央

白滝 徳島 菰田 大内 東上野西部

高城 乙津 門前 美園 細東部

高城東 海原 上松岡 けやき台１丁目 細西部

新貝 三佐二 下松岡 けやき台２丁目 細八丸

高松 三佐三 真萱 けやき台３丁目 市尾上

新高松東 三佐四 尾崎 けやき台４丁目 市尾下

新高松西 家島 毛井 辻 屋山

花高松 葛木団地 大津留 杉原 宮下

西原 森 公園通り１丁目 奥 旭社宅

向原東 森住宅団地 公園通り２丁目 萩尾 川南

向原西 森町 公園通り３丁目 下志津留 里中

岡 森町西 公園通り４丁目 上志津留 王ノ瀬

岡新町 森町団地 公園通り５丁目 月形 延命寺

高城南町 花の木 京が丘第１区 吉野原 上久所

仲西 皆春 京が丘第２区 宮尾 下久所

寺崎 皆春西区 京が丘第３区 福良 丹生

山津 梅が丘 一木

千歳 ロングヒル中央 久土

桃園団地 佐野

三川上東 佐野上

三川上西 野間

三川下東

三川下西

戸次

小佐井

吉野

丹生

886 888

：　４,５１２箇所

大在西

大在

坂ノ市

892

東部清掃事業所地域　缶・びん　収集自治区一覧・予想収集量表

鶴崎

高田

東大分

三佐

日岡

別保

桃園

松岡

884 890

津留

明野 明治

川添
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労務単価等の変動に基づく契約金額の変更に係る特約条項第１条第 1 項に係る特記仕様書 
 

本委託業務は、労務単価等の変動に基づく契約金額の変更に係る特約条項第１条第１項を適用す
る契約である。 
１ 変動の対象となる経費は、残委託業務量に対応する直接人件費に相当する額とし、本委託業務

における直接人件費とは、受託者が本委託業務に直接従事する者に、本委託業務に従事した対償
として支払う、労働基準法（昭和 22 年 4 月 7 日法律第 49 号）第 11 条に規定する賃金をい
う。 

なお、本委託業務に直接従事する者に対する健康保険、厚生年金保険、労働保険等の事業者負
担額及び児童手当拠出金等の法定福利費は、業務管理費または一般管理費として計上し、変動の
対象とはならない。 

 
２ 本委託業務における労務単価等は、次のものをいう。 

☑ 労務単価（該当労務単価：職業安定業務統計の求人賃金を基準値とした一般基本給・賞与等の額） 
□ 大分県最低賃金（以下「最低賃金」という。） 

 
３ 本契約の変更金額算出方法は次のとおりとする。 
  ☑ 本市設計書による算出 

・変動前と変動後の労務単価を比較して契約金額（未履行分）の直接人件費の差額を算出する。
差額に「落札率（随意契約の場合は予定価格に対する契約金額の割合）」を乗じて「変動額」
を算出し、「変動額」から「請求者負担分（契約金額（未履行分）に 1.0％を乗じた額）」を控
除した金額を「スライド額」とする。ただし、「請求者負担分」が「変動額」を上回った場合、
「スライド額」は 0 円とする。 

□ 労務単価等の変動に基づく契約金額の変更に係る特約条項第１条第 5 項に規定する受託者
から提出された内訳書（以下、「受託者の内訳書」という。）による算出 

   （ただし、受託者の内訳書中の直接人件費に契約締結時の最低賃金と、変更要求時の最低賃
金を比較した変動率を乗じた値を上限とする。） 

・契約時に提出された「委託代金内訳書に記載された直接人件費（未履行分）」に最低賃金の変
動率（変動後と変動前の最低賃金の差額を変動前の最低賃金で除したもの）」を乗じた額の範
囲内で本市が承認する「変動額」を決定し、「変動額」から「請求者負担分（契約金額（未履
行分）に 1.0％を乗じた額）」を控除した金額を「スライド額」とする。ただし、「請求者負担
分」が「変動額」を上回った場合、「スライド額」は 0 円とする。 

 
  □ 上記２種の併用 
   （１）労務単価使用項目               
   （２）受託者の内訳書使用項目            



入札にあたっての注意事項 
 

本件は、「複数年にわたる委託契約におけるスライド条項（労務単価等の変動を反映した
契約金額の変更）」を適用する契約です。労務単価等に一定以上の変動がみられた場合に、
２年目以降の契約金額を変更することができます。 

変更金額の算出方法等は、「労務単価等の変動に基づく契約金額の変更に係る特約条項 
第１条第１項に係る特記仕様書（以下「特記仕様書」という。）」に定めるとおりです。特記
仕様書において、変動金額の算出を「本市設計書による算出」以外の方法で行うものについ
ては、契約書を提出する際に、委託代金内訳書を提出してください。 

また、契約変更にあたっては、委託者と受託者で変更金額等について協議を行いますの
で、（様式１−１）を提出してください。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



（様式１−１） 
〔受託者からの請求〕 
 
 

提出日    年  月  日 
（委託者）契約担当者 

（受託者） 
住 所 
商号又は名称 
代表者氏名 

 
労務単価等の変動に基づく契約金額の変更に係る特約条項第１条第１項の 
規定による契約金額の変更について 

 
標記の件について、次のとおり請求します。 
１ 委託名  
２ 契約金額 円 
３ 契約日 年月日 
４ 履行期間 年月日から年月日 
５ 前回基準日  

 
６ 契約金額の変更 希望する／希望しない 
７ 希望基準日 年月日 

 
 ※２ 契約変更したものは、変更後の契約金額 
 ※３ 契約変更したものは、変更契約日 
 ※５ 初回請求時には、前回基準日の記載は不要 

※６ 契約金額の変更を希望しない場合は、希望基準日の記載は不要 
※７ 希望基準日は、原則、本様式を提出する月の１日とする。ただし、履行開始日が１

日でない場合は、翌月１日とする。なお、希望基準日以降の残りの履行期間が２か月
以上あることが必要。 

 
 
 
 


